






















































































































表 1.首都圏と渡良瀬遊水地周辺地域の規模の比較 (2010年 10月 1日現在)
区 分 首都圏 周辺地域 比 ヰァ+一ミ三
(A : 1都 3県) (B : 4市 2町) (B/ A) 
総面積 (kni) 13，557.09 785.58 
総人口(千人) 35，620 610 





























































































































栃木県内の 2Ili 1町および崎玉県の)Jr1須市では、地方向治体としてI=j民活動を支援する 「セン
ター」を設置している。
小山市では以前から「ボランティア支援センター」を設置していたが、小山市まちなか交流セ
ンター 「おやまーる J が開設されたことに什2い、平成 25(2013) 年 4 月 1 日からその中に移[~k~ し、





野木町では「野木町ボランティア支援センタ 」ー 設置しており 、登録団体は 150団体を越えて
いる。
I奇=jミ県)J日須市では、行政機構の末端組織として 「まちづくり市民会議」を地域ごとに組織して


















表 2. 渡良瀬遊水地周辺4市・ 2町のまちづくり施策、組織等
(市・町名はあいうえお1員)
市。町名 主要施策等 まちづくり組織 観光 ・販売施設等
板倉町 観光振興計両 (2007~2011) 板倉町商工会 農産物販売所(健康の
景観計画 ・景観条例 (2010) (NPO) Iまちづくり推進 郷「季楽里J)
「景観計画に関する意識調 会議」 「渡良瀬自然館j
査J(2010年) (NPO) Iわいわいネッ ト 「群馬の水郷(谷田







小山市 都市景観形成事業 小山市市民活動センタ ー まちの駅「四季彩館」
- 景観計画 (2007~ (登録団体多数あり) 道の駅「思J1 J 
-景観条例 (2008~ 小山市商工会議所 物産販売「小IJj物
小山市地区まちづくり条例 小山市観光センター 産館」
(2007 年 4 月 1 日~) 「コウノトリ ・トキの舞う . コミュニティ胞設
まちづくり交付金事業 ふるさとおやまをめざす 「小山評定館J










(2011 年 10 月~)
加須市 加須市総合振興計画 「加須市市民活動ステーシ 道の駅「きたかわべJ
(旧北川辺 基本構想(2011~2020) ョン(くらくら館)J (登録 北川辺スポーツ遊学館
町) 基本計画(2011~2015) 団体多数あり) かぞ未来館
加須市協働によるまちづく まちづくり市民会議(北J1 












第 1次古河市総合計画 (財)古河市地域振興公社 古河市総合公園
(2007~2016) 株式会社「雪華」 古河歴史博物館(博物
前期計画(2007~ 20 1 0) (1蔵美のまちづくり J) 館ゾーン)
後期計画(2011~2016) (合同会社)i古河鍛冶町み お休み処「坂長」
「頑張る地方応援プログラ らい蔵」 飲食施設「古河鍛治町
ムー古河市の取り組み 」 古河市商工会議所 みらい蔵」
(2011 ~) 古河市観光協会 古河市水辺の楽校
地域自治区の設置 I iとちぎ市民活動推進セン |遊水池会館















ランJ (2011~2020) I iきらり館J(登録団体多数
都市計画マスタープラン|あり)
(1992~ )野木町商工会













































旧栃木市と 旧藤岡町に区別し、 旧栃木市では概ね200万人前後、旧藤岡町では概ね 100万人前後
を推移している。茨城県古河市は、概ね 100万人前後を推移しているが、平成 23年度は東日本
大震災で 8月の花火大会が中止になったことが影響し 77万人に減少している。埼玉県加須市(旧
北川辺町)は、概ね 200万人前後であ り、群馬県板倉町はこ こ5年間で 70万人台から 50万人台
に減少している。
表3 各市町村の年間観光入込客数(千人)
平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
栃木県 小山市 2，582 2，684 2.987 3， 187 2，681 
栃木市
(旧栃木市) 1，927 2， 235 2，213 2， 399 1，661 
(旧藤岡町) 1，005 994 1，147 1，142 1，018 
野木町 12，7 12，4 10，5 10，6 11，4 
茨城県 古河市 1， 110 1，378 1，250 1，254 770 
埼玉県 加須市 2，416 2，477 
(旧北川辺町)
群馬県 板倉町 71，2 76， 1 60，6 57，6 50，4 
〔出典JI平成 23年栃木県観光客入込数 ・宿泊推定調査結果j栃木県産業労働観光部観光交流課、
「群馬県観光客数 ・ 消費額調査(推計)結果(平成 19~23 年度) J 群馬県統計情報提供システム、 「埼






























年次 生産者数 作付面積 収穫量
2010年産 173人 195ha 732トン
2011年産 228人 237ha 987トン






























































イベント名 開催場所 来場者数 主催 予算
古川桃まつり 古河総合公!};I! 150，000人 f片何I!観光協会 800，000 1-' J 
T片れI[さっき ・盆栽展 山河市'-!1央公L¥:tu'(ホーノレ 800人 干'1I"fIU刷光協会 100，000 1']
，'，In[市、古川市観光
「こがJIji)!，!， 雪華西 ~I パーキング 10，000人 協会、 古川Ifj仁会議 400，000 I]J 
(株)雪華
古川Rのまつり よこまち初1I通りう: 40.000人 ，'，'Mdi観光協会 3，500，000 11 J 
rL， /ilf花火大会 古河ゴ、ルフスプリンクス 500.000ノ¥ I行In[1 i 18，500，000 F' J
古I"fztU甘)り大会 古河di守山 4小，}校校庭 20，000人 "山 1，000，000 P J
止「河刻まつり ネーフ、ノレノ tーク 95，000 人 ，'，'I"[ di 6，200，000 1' J 
古/，[提よ|一人手もみまつり 古河駅丙11料説会以 70.000 人 ，'，'In[ 1打倒光協会 9，000，000 1' J 







道路拡IJ国工事計画により歴史的な建物を保全するために、地jじの|樹脂関係者 9人が 2012年 2月
に約 800万円共同出資し合同会社を設，1/し、経済産業省の補助金(約 5，000万円)や有志者の寄
付等を合わせて計 1億 4，000万円を捻出し、道路からの後退 ・改修工事を行った(平成 25年 7
月4日付、茨城新聞)。施設内には蕎麦屋、和食レストラン、カフェの飲食施設 3居舗が営業して
おり 、民間のノウハウが生かせるか期待されるところである。






















( 5 ) 野木町の観光資源と観光政策
栃木県野木町は、栃木県の最南端に位置し今年 1月で、町制 50周年を迎え「花とレンガのまち」
として観光情報発信を行っている。同町は特にオープンガーデンとして「ひまわりフェスティパ
ノレ」や満福寺の 「ソメイヨシノ j が有名である。また、国の指定重要文化財となっている 「野木






























する動向と展望について考察してみたい。これまでの活動の概要は前記の 13. 歴史 ・生活文化
学習の対象としての渡良瀬遊*t也Jの項で記述したが、ここではそれらの評価と今後の展望につ
いて述べたい。
( 1 )児童生徒を対象とする学習 ・観察活動
( 2 )社会人を対象とした観察会と学習講座
































































































































































1.渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録記録集 ・編集委員会編、 「全記録 渡良瀬遊水






コウノ卜リ ・トキの野生復帰事業など 」、東洋大学地域活性化研究所報 No.9pp93-97、
東洋大学地域活性化研究所、 2012年 2月
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